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ンスがフランス王に支援を求め, 今回の事態に至ったということになっている. ただし, ノルマ
ンジー公ウィリアム (フランス名ギョーム) による, いわゆるノルマンコンクエスト (1066) か
らまだ 140 年ぐらいしか経っていないこの時代には, イングランド人というよりフランス人の血
族同士による権力争いが展開されたのにすぎないというのが実態である.
しかしそれからおよそ 400 年後のエリザベス朝では絶対王政のもとで中央集権化が進むなか,
イングランド人としてのアイデンティティが醸成されていった. とりわけ, 1588 年のスペイン
無敵艦隊を打ち破ったアルマダ海戦前後の 10 数年間は女王の命でホリンシェッドの二巻本 『イ
ングランド, スコットランド, アイルランド年代記』 (以後 『年代記』 とする(1)) などの歴史書
が編纂されたりしたこともあり, 自国の歴史への関心が高まった. アルマダ海戦とは, 16 世紀
後半のヨーロッパにおいてカトリックとプロテスタントとの抗争が激化するなか, スペインとイ
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ングランドが北ヨーロッパと大西洋の二方面でことごとくその利害が衝突し, 1587 年 2 月国教






出している (3.4.1－3) が, これがスペイン無敵艦隊の敗北への言及であるのは間違いない.
エリザベス自身がその王位継承を巡る争いの渦中にあって投獄の憂き目も経験し, 父ヘンリー
八世同様ローマから破門 (1570) されたりしながらも 1572 年から 10 年間ぐらいは比較的安定し




がって, この作品が書かれた 1590 年代半ばは女王の権力強化が, 例えば, ｢歴史｣ ブームがおこ
されたり, 反乱の目を摘むための説教集が教会のミサでさかんに朗誦されたり(2), あるいは陰謀
を未然に防ぐ監視組織が活用されたり, というようにさまざまなレベルで計られたと思われる.
この作品は主としてホリンシェッドの 『年代記』 が種本とされ, シェイクスピアも当局の ｢公
式見解｣ 的なものをふまえて描いたであろうが, しかしそれから一定距離を置いて芸術的に形象
化したことも確かである. この点を主要登場人物のダイナミックな関係の分析を通して明らかに














































私生児だ, だからおれは, 服装, 外見, 紋章といった
外なる飾りで見せかけるだけでなく, 内なる心の奥底から,







ようやく 11 歳で王位継承権を持つ王女として復権できたものの, ロンドン塔に幽閉される憂き







劇中の私生児は, しかしながら, ｢人にだまされないために習い覚えておこう｣ として甘いこ
とばを吐くことはなく, むしろ身軽に道化のような第三者的立場に身を置いて, そのようなへつ


























｢妙案｣ を出す. まるで芝居見物でもしているような市民たちの態度に腹を立てての提案に, 二
人の王はすぐ同意し, さらにジョン王は西から砲撃し, オーストリア公は北から, フランス王は
南から砲撃しようということになる. 結局仏軍側は南北から同士討ちをしてしまうことに私生児
以外は気づかない. このように戦術があまりにもお粗末であり, また, ｢城壁など跡形もなくなっ
















をぶちまけて劇中最長の 38 行にもなる独白をする. 彼に言わせると, 結局のところ人を心変わ
りさせるのは ｢利益｣ ("commodity"(6)) であって, それは, 王, 乞食, 老人, 若者, 娘を問わ
ず, 見さかいなしにだれもかもに取り入って世のなかをねじ曲げる. 彼は延々とこの ｢利益｣ な
るものを擬人化して罵り続けるが, しかし, 独白の残り三分の 1ぐらいのところで, 我に返って
次のように言う.























理由の返答を要求するというのである. これに対して, ジョン王は, ｢この世のいかなる名をもっ
てしても, 神聖な国王から／思うままに返答を引き出すよう尋問することはできぬぞ！｣ (3.1.
73－74) ときっぱり返答を拒否し, さらに, ｢わが国において／イタリアの神父が税金を徴収す
ることは二度と許さぬ, ／神のもとにあっては, あくまで私が最高の主権者だ, ／したがって,
神のもとにあって私が治めている国においては／この私が, 私のみが, 最高の主権を保有してい
るのだ, ／いかなる人間の助力も借りる必要はない. 帰って／法王にそう伝えるがいい, 彼にも,
彼が簒奪している／その権威にも, なんら気がねするにはおよばぬ.｣ (3.1.79－86) と断固とし
た調子で語る. 彼の主張は, 王の教会権力からの独立と国民の絶対的支配の理論的根拠となった




社会関係が崩れ, 新たな社会的諸勢力の拮抗, 妥協のもとに生まれたものにすぎないゆえに, そ












ンス王説得にかかる. 彼女は, 教会の呪いというよりむしろ自分の呪いを込めて, つまりあくま
で自らの利害を賭けて ｢平和より戦争｣ と叫ぶのである. しかしパンダルフが代弁する教会の呪






私生児が言うように, ｢利益｣ はだれにでも甘いことばで囁きかけるもので, フランス王やオー
ストリア公にとって代わって, 後半でそれを原理に行動するのはフランス皇太子である. 海上の
嵐で艦隊がちりぢりになり, アンジェの町は奪われ, アーサーも捕らえられて, 大陸での戦闘が
フランス側の敗北に終わり, 息子を失ったことにただ悲嘆に暮れるコンスタンスの愁嘆場を見た
後, 彼も人生そのものへの絶望を口にする. これに対してパンダルフが, ピンチをチャンスに変
える策を授ける. その内容はおよそ次のようになる. ①アーサーがジョンに捕らえられたことは
嘆くべきことではない. 不当な手で奪った王笏は, 手に入れたときと同じく, それを持ち続ける
にも暴力をもってせねばならない. つまり, ジョンが立つためにはアーサーは倒れなければなら
ない. ②アーサーが倒れれば, 皇太子の妻であるブランシュ夫人の権利によって, アーサーの要
求した権利すべてを要求できる. ③仮にジョンがアーサーを監禁するだけにしておくとしても,
皇太子が兵を進めると聞けば, すぐ彼を殺すだろう. そうなれば全国民の心は彼から離反し, 反
乱が起きる. ④動乱の気配はすでにあり, フォーコンブリッジが教会の金を奪って恨みを買って
いる. 民衆の不平不満を利用すれば何でもできる. 今こそイングランドへ行くべきである. ⑤フ
ランス王はこちらで説得する.
皇太子は, パンダルフが言うように, その ｢分別は血のように若く｣ (3.4.125), ｢すれっから
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しの世にあって, ういういしい人｣ (3.4.145) であったので, このリアル・ポロティックスの講





ていない. ホリンシェッドは, 彼らの反乱の原因として, ジョン王がアーサーの目を抜くよう部
下へ指示したこととともに, 戦費やブランシュの持参金 (3 万マルク) 調達のための重税策＝王
室用臨時特別税 (subsidy) の問題もあげている(8). この重税策は現実の反乱の大きな原因とな




ソールズベリーが苦悩の心情 (5.2.9－39) を述べている. それは要するに, ｢ここまで進んだ時
代の病弊を直すには祖国の敵陣に身を投じるのもやむをえないが, その不名誉を思うと泣かずに
はおれない. できれば両国が和解できればよいのだが.｣ というものである. 皇太子もこの涙に
あふれた高潔なジレンマに深く感銘したことばを返してみせるが, ちょうどそのときパンダルフ
が登場して, ジョン王がローマと和解したので, フランス側も軍を引いてほしいと要請する. 皇
太子はこの要請を断固はねつける. かつて彼から講義を受けて俄か仕立てのマキアベリストになっ
た皇太子は, 今や, したたかな本物のマキアベリストになった. みすみす大きな利益が転がり込
んでくる有利な状況を逃す手はない. したがって, ソールズベリーが痛切に述べたナイーブな心
情は, 皇太子のリアルポリティックスの前には何の意味も持たない. 実は, フランス軍幹部の間
で, この謀反三人組を勝利確定後処刑することが皇太子の発案ですでに決まっていたのである.
アーサーの生への執着



































このことばは, 情緒的に, 極めて現実的な説得力を持つ. これを聞いたヒューバートが傍白する
ように, ｢この無邪気な口ぶりで死んでいたはずの慈悲心が生き返りそう｣ である.
さらにアーサーは, ｢無邪気に｣ 彼の青白い顔を引き合いにして, ｢おまえがちょっとした病気
にかかったらいいな, ／そしたら一晩じゅう看病してあげられるもの. ぼくは, ／おまえがかわ
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ればならない. このときも少年は, ｢動かない石｣ や ｢おとなしい羊｣ の隠喩を使って, 自分の
方からじっとしているから追い出してと言っているが, さらに懇願の譲歩条件として ｢一言もしゃ















め, それを愛するという, 宮廷恋愛の稚拙な常套表現を私生児に揶揄されていたが (2.1.496－
509)(10), アーサーの目をモチーフにした ｢愛の表現｣ の方がはるかにレベルが高い.
そして今は冷えてしまった鉄串を指して, ｢ぼくを不当に傷つけるためにおまえが使おうとす
るものは／みんな, その仕事をいやがっている. おまえだけだよ, ／無慈悲なのは, 慈悲芯をも
たないことで有名な／恐ろしい火や鉄さえ, あわれみを見せてくれているのに！｣ (4.1.117－
120) と言われて, もはやヒューバートに自分に与えられた恐ろしい任務を遂行する気力は残っ
ていない. 彼はそのことを明言し, 安堵と感謝のことばを返そうとするアーサーに, さらに二度
も黙るように言って, 彼を助けたために自分の身に振りかかるかもしれない危険についての覚悟
を語って, ようやくこの場が終わる.
まだわずか 10 歳ぐらいの(11)少年は, 以前には思いもよらないほどの生への執着を示し, 自分
の置かれている状況に対して正確な認識を持ち, 時にはあどけなさで大人の保護本能 (擬似父子
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関係を創出して) をくすぐり, 時にはコンシートを巧みに操る天才的な詩人になり, また時には
愛を表現する恋人になる. この場のアーサーの雄弁さは, しかしながら, その台詞の質だけでな
く量からもわかる. 四幕一場は全部で 133 行から成っているが, そのうち最初の 7行は, ヒュー
バートの死刑執行人に対するアーサー処刑の段取りの説明が 5行とそれに続いて彼と死刑執行人
1の受け答えの 2行であり, さらに少しあとでヒューバートが発する実行命令が 2行, そして,
その後彼らの任務解任命令とそれに対する死刑執行人 1による安堵の応答の 2行があり, これら
の合計 11 行を除くと, あとの 122 行はヒューバートとアーサーの間で交わされることばのバト
ルと言ってもいいようなやり取りである. しかし実際は, ヒューバートの台詞は萎えかねない気
持を奮い立たせる心情吐露の傍白が二箇所で計 8行あり, アーサーとの議論では, 最後に譲歩し
てしまうところでようやく 4行と 6 行の台詞があるものの, ほとんどの場合は 1～2 行で終り,
しかも数個所は二人の台詞が 1行を共有する形になっていて, これを加えても合計で 25 行. 一



















もはや悲しみというより, むしろ狂気の沙汰である. 彼女は, フランス王から ｢もうお黙りなさ
い｣ とたしなめられても尚も延々と悲嘆のことばを繰出し, わが子の惨めな死を予感して自らの
死を願うばかりである. かくして死の恐怖が迫るなか何度も黙るように言われてもしゃべり続け




ところで, この作品の種本であるホリンシェッドの 『年代記』 によると, ｢ヒューバートは,
アーサーの懸命な助命のことばを聞き, また, 王が愚かな激情に駆られて命令を下したのであり,
やがて後悔されるだろう, と考え, さらに, 陛下へ降りかかるかもしれない不名誉について進言
することで感謝されこそすれ, 不愉快に思われることはないだろうと確信してアーサーを救うこ
とにした. それで, ヒューバートは, さしあたって王の気持を満足させるため, またブリトン人
の怒りを静めるため, 王の命令は遂行され, アーサーは悲嘆のなか命をなくしたといううわさを
広めさせた. このうわさはたちまち (15日で) 英仏両国に広まった.｣(12) シェイクスピアは, ヒュー




四幕三場の最初のところで, アーサーが, 逃げようと試みて城壁から飛び降りるが, 石畳に激
突してあえなく死ぬ. このとき, 彼は水夫のいでたちであるが, この服装は同時期に書かれた




ごまかす｣ (4.3.4) ための変装であるなら, それなりの王子の身なりを捨て, ごく一般的で質素
な町人の少年の服装を身につけるのが自然であるのに, 水夫の格好こそがそれにふさわしいとい
うこと, つまり, それで辺りをうろついていても誰からも咎められることのないありきたりの風







もあって, シェイクスピア自身も特定することに興味なさそうである. しかし, 推測は可能であ
る. この少しあとで, ヒューバートが ｢元気なアーサーとわかれてまだ 1時間もたっていない｣
(4.3.104) と言っているが, 彼が宮殿の王にアーサーの処置を報告した後その指令で離反貴族
たちを探しにまたここに戻ってきていることから, 王宮とこの城との間は徒歩で往復 1時間足ら
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ず, 片道 30 分弱の距離と考えられる. したがって王宮はウェストミンスター・アベイ
(Westminster Abbey) であったので, この城はベイナード城 (Baynard's Castle)(14) あるいは
その北西にあったモンティフィシェット城 (Montifichet's Castle)(15) と推測することは許され
てもいいのではないだろうか. いずれも, テームズ川沿いで, 現代の地下鉄ブラックフライヤー























グで, 信頼できる筋を通した密書が, 王宮を出てしばらく歩いたこの牢獄でもある城近くで, 目
立たないよう, 彼らに渡されたのであろう. その後遺体発見現場となる城壁の外側に面した路上
で, ソールズベリーは, フランス軍が陣を張るセント・エドマンズベリーへ行く腹積もりを明か












に寄らずまっすぐ旅をしたとして, 最低 4～5 日はかかると思われる. つまり, 4～5 日前には,
人々はこの予言で不安に駆られていたのであり, その後の旅路でアーサー殺害のうわさに基づい
てその墓捜しまでしている始末である. 要するに, アーサーが殺害され, それを契機に民衆だけ
でなく貴族の中にまで世情不安が起こり, 王退位にまでいくという世間のうわさを, 私生児はす
でにアーサーの転落死以前に耳にしていたのである.
ところで, この少し前のところで, 例の三人組が, 王からヒューバートの報告によるものとし
てアーサー ｢死亡｣ を知らされて, 決定的に離反を決意して退場する際に, ペンブルックが ｢こ
のあわれな少年の相続財産, ／むりやりに建てた墓ともいうべき小さな王国をさがすとしよう.｣
(4.2.97－98) と言っていた. 先ほどの私生児の情報からすると, 以前彼ら三人は, 大勢の人々
がこのあわれな王子の墓捜しに躍起になっていることに, 自らはその行動に加わるかどうかは別
にして, ｢目を火のように真っ赤にして｣ (4.2.163) いた様子からすると, 当然知っていたこと
になる. さらにペンブルックが, 先ほどの引用個所の少し前で, 彼の友人がヒューバートから
｢例の令状を見せられた｣ (4.2.70) と言っていたが, この令状は, その前の場で明かされていた
アーサーの両目を焼き潰して殺害するようヒューバートに指示したものと同じだ考えるのが, 観
客にとっては自然である. したがって, 王の指示によるアーサー謀殺の疑惑は三人の貴族の確信
になったと考えられる. そして実際に少年の遺体が発見されて, それは実証された. 自殺, 他殺,
事故死のいずれであれ, 高所からの落下で石の上に激突して死んだ場合, 死体は無残な姿に違い
ない. ｢思ったとおり哀れにもアーサーが殺された｣ ということが何より重要であって, その殺
されたときの服装を問う余裕もないのは蓋然性として理解できる. これは謀殺疑惑を共有してい
た私生児にも当てはまる. かくして, 彼らはアーサーの遺体を発見 ｢させられて｣, まさしく王
の命令で惨殺されたと思う. 不審死として検分することはない. ただし, フランス側への寝返り
を決めている三人組と違い, 私生児は王には忠誠である. 三人は, それぞれここぞとばかりに哀
れな死体を前に長々と残虐非道をなじり, 復讐を訴えるが, 意見を求められた私生児は, わずか






ここでも, 私生児は冷静に事を収める. 由緒ある三人の貴族たちの言動に比べ, 彼のことばや振















支えとしての存在であった. また ｢殺害｣ されたアーサーは, 反乱貴族にとってはその行動につ
いての自らを納得させられる理由付けであり, バチカンにとっては神の呪いを振りかざして教会
の支配強化を計るための必要な捨石であり, フランス皇太子にとっては侵攻の機会を提供してく




トは, 他の貴族たちとは違って, ジョン王には忠実に仕えてきたが, この少年との出会いではじ
めて王の命令に背いたのである. 主君の絶対命令より自己の良心あるいは ｢死んでいたはずの慈
悲心｣ (4.1.26) に従ったのである. これは暴君に対する造反有理, 乱世の下克上の論理, ある
いはひょっとしたら社会的関係そのものを転覆する革命の論理になりうるものであろうか？この







である. すなわち, 家臣が王の気まぐれな意思に背いたが, そのことが少なくとも結果的に一旦
は王のためになったのであり, これは根本的な支配構造の転覆にはならない. ちなみにヒューバー









最初私生児はジョン王から ｢率直な愉快なやつ｣ (1.1.71) と言われていたが, 最終幕になる
と使者が王に彼のことを ｢勇敢なお身内フォーコンブリッジ様｣ (5.3.5) と呼び, 王が臨終の間
際に彼に ｢甥か, おまえはおれの目を閉ざすためにきてくれたのだ.｣ (5.7.51) と呼びかけて息
を引き取る. それぞれ原文の英語では 'fellow' から 'kinsman' となり 'cousin' へと呼び方が変
化して, 最後に彼は王にとって最も信頼できる身内と成ることがわかる. そして王子をはじめ貴
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い. 確かに私生児は, 戦場では勇猛果敢に奮闘してリーダーシップを発揮する英雄であり, また
アーサーの遺体発見現場での貴族たちやヒューバートとのやり取りで見られたように, 冷静な判
断力も持ち合わせた人物である. しかし王の命令で修道院から財産没収の任務に就くよう全権を
委任されると, ｢金貨銀貨がお呼びなら, 鐘と聖書と蝋燭が／破門するぞとおどしたって, あと





妙な立場に追い込まれたブランシュが, そのジレンマについて, ｢どちらが勝とうと, 私はその
勝ったほうで敗れるのです｣ (3.1.335), ｢私の幸運が生きるところで, 私のいのちは死ぬのです｣




































 一般的にはホリンシェッドの 『年代記』 と呼ばれ, 初版刊行は 1577 年であるが, 1587 年に第 2 版と
して改訂増補された. シェイクスピアが依拠したのはこの第 2版である.
 cf. "Introduction" toedited by E. A. J. Honigmann, The Arden Shakespeare, Methen &
Co., 1967, (reprinted 1986) p. xxvi
 批評家の間で別れる ｢難問は 『乱世』 がシェイクスピアの 『ジョン王』 のソースなのか, あるいは
『ジョン王』 が 『乱世』 のソースなのか｣ ("Appendix: Date, Source, and The Troublesome Reign" of
edited by L. A. Beaurline, The New Cambridge Shakespeare, Cambridge University
Press, 1990, p. 194) ということである.
 NHKシェークスピア劇場 『ジョン王』, NHKサービスセンター, 1986 年, 脚注参照.
 参考にした小田島訳では 1行短くなっている.
 "commodity" の日本語訳は他にも ｢都合｣, ｢便利｣, ｢便宜｣ など有りうるが, 参照した小田島訳に
従い, ｢利益｣ とした.
 例えばリチャード二世から王位を簒奪したヘンリー四世の ｢原罪｣ にはじまり, ばら戦争という ｢罰｣
を経て, チューダー朝成立に至るという, いわゆるチューダー神話.
 162, 	, cf. Appendices of edited by E. A. J. Honigmann, op. cit., p. 152

 同様な羊飼いの生活への夢想は権力者としては不適格なヘンリー六世が戦場で一人になって述べる台
詞の中にもある. (『ヘンリー六世・第 3部, 二幕五場』)
 NHKシェークスピア劇場 『ジョン王』, 前掲書, 脚注参照.
 史実上は 16 歳.
 165, 	., cf. Appendices of edited by E. A. J. Honigmann, op. cit., pp. 153-4
 165, , cf. ibid. p. 154
 後に僧院となり, さらにシェイクスピアゆかりのブラックフライヤーズ劇場となる.
 アーサー死亡と同年の 1213 年にジョン王により破壊される.
 NHKシェークスピア劇場 『ジョン王』, 前掲書, 脚注参照.
 神の戒律に背く暴君を家臣が倒すことが許されるかどうかという問題を巡って賛成の立場の聖アウグ
スティヌスやエラスムスと反対の立場のモンテーニュなどの議論も背景に考えられる. cf. 
edited by L. A. Beaurline, p. 50
尚, 『ジョン王』 からの引用部分は新ケンブリッジ版 (The New Cambridge Shakespeare,
1990) を使用し, その日本語訳は小田島雄志訳 『シェイクスピア全集・第Ⅵ巻 (白水社, 1979 年) を参考
にした.
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